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事業用自動車総合安全プラン2025施策の進捗状況

（一社）日本自動車工業会 大型車部会 1

取り組むべき課題 施 策 令和8年１月末時点 完了 継続
未着
手

１ 「新たな日常」における安全・安心な輸送サービスの実現

①新型コロナウイルス感染症拡大に
伴う運送労働環境の変化と附帯作
業の増加への対応

【メーカー】
○国交省 安全・環境基準課主導の
国際基準調和活動を含む保安基準
策定への協力、事故分析に基づく安
全基準等の強化に関係した VRU-
proxi対象者の事故増加対応と
コロナ禍で通勤形態の変化を踏まえ、
交差点での安全機能向上
（BSIS,MOIS等設定施策）施策
に検討協力する。

大型車の安全対策としては大きな方向性として、事故死ゼ
ロ・シナリオでの「運転者が車両周囲の安全確認が出来てい
ない」への対応が重要であり、乗用車搭載装置の流用で対
応を進めている。

歩行者・自転車との事故対策としては、① 歩行者対応の
AEBS, ② 側方衝突警報装置(BSIS)、及び制動機能付
き、③ 後退時車両直後確認装置、④ 大型車の直接視界、
⑤ 車両後退通報装置、⑥ 低速走行時前方警報装置、
等を装備している。

商用車アセスメント(2030年から導入予定)のWGに参加し、
予防安全性能に絞った機能別対応の進展を図り、更なる安
全車両の開発を進めている。

〇

は別紙にて詳細を説明



1.新たな日常における安全・安心な輸送サービスの実現 / 3.ICT,自動運転等新技術の開発・普及
①新型コロナウイルス感染症拡大に伴う運送労働環境の変化と附帯作業の増加への対応 / ②自動車の先進安全技術の更なる普及

事故分析に基づく安全基準等の強化施策①

（一社）日本自動車工業会 大型車部会

大型車は、運転者から車両の周囲が見えづらく、周囲の車両や人に対する事故が多い。
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●乗用車の事故対策は、対歩行者、乗車中の乗員に対する安全対策を進めている。
●トラックの交通死亡事故を種類で類型化すると、他車との事故、人との事故の合計で86％を占めており、事故形態は以下の通リ。
大型車の車両特性である運転者の視点が高く車両周辺の直接視界が狭い等を要因とする事故の対策を推進中。

大型車の事故累計別交通事故死亡事故件数推移と内訳
出典:事業用自動車の交通事故統計(令和5年版)令和7年3月国土交通省物流・自動車局

トラックによる死亡事故：222件の分類



1.新たな日常における安全・安心な輸送サービスの実現 / 3.ICT,自動運転等新技術の開発・普及
①新型コロナウイルス感染症拡大に伴う運送労働環境の変化と附帯作業の増加への対応 / ②自動車の先進安全技術の更なる普及

事故分析に基づく安全基準等の強化施策②

●交差点通過~右左折～車線変更時、危険回避の、警報発報、衝突回避制動､操舵制御を行う。ー各社商品販売中。

（一社）日本自動車工業会 大型車部会

交差点通過・車線変更時の車両周辺の他車両や人を検知して運転者に注意喚起する
運転支援装置の対策が進められている。

3

①歩行者対応のAEBS ②側方衝突警報装置、及び制動機能付き ③後退時車両直後確認装置

④大型車の直接視界、
死角をカバーするサイドビュウーカメラ

⑤低速走行前方警報装置 ⑥側方衝突抑制機能



事業用自動車総合安全プラン2025施策の進捗状況

（一社）日本自動車工業会 大型車部会 4

取り組むべき課題 施 策 令和8年１月末時点 完了 継続
未着
手

１ 「新たな日常」における安全・安心な輸送サービスの実現

【メーカー】
○国交省 総合政策局の取組計画
にある「乗客への見える化」施策への
検討協力。
車内換気情報を、どのように乗降客
へ提示するかの方法等について、研
究を開始した。（具体化は未定）

令和７年度、産総研を委託先として、バス車内の乗客・事
業者への空気清浄度の『見える化評価』と『見える化データ
活用』 について研究を実施した。概要は以下の通り。

①見える化の「センサー配置、見える化モニター表示」の後付
けシステムを、市場の路線バス車に搭載して市場適合性の
検証を実施。

②『見える化』情報に加え『生活情報』も提供し、公共交通
の付加価値増加と、事業者活性化のツールとなる可能性に
ついて探求した。

〇

は別紙にて詳細を説明



1.新たな日常における安全・安心な輸送サービスの実現
①新型コロナウイルス感染症拡大に伴う運送労働環境の変化と附帯作業の増加への対応

バス車内の乗客・事業者への空気清浄度の『見える化』 
路線バスの乗客へ「車室内の空気の清浄度」をどのように提示するかの方法として
『見える化』モニターシステムを実装、実走行にて検証中。

（一社）日本自動車工業会 大型車部会 5

●市販車両に『見える化』モニターシステムを実装：車内の空気清浄度(空気質成分の安全状態)を表示。

システム概要

＜車外を計測中＞＜車内を計測中＞

●サイネージデザインはユニバーサルデザインを採用

インデックス(＊)
・エアロゾル除去率
・温度/湿度
・不快指数
・CO2

  ・PM2.5
  ・PM1.0
・オゾン
・NO2

◆シンプル
◆親しみ
◆不快感を与えない

■今後の施策：「生活関連情報提供(広告情報で投資回収)」を募集し、
① 時間帯別混雑/路線別換気状況/運行最適化 等の情報拡大。
②乗客の乗降､車内移動時の危険検知を組込み、車内事故防止装置への
発展、等を開発検討中。

走行中に
切替

インデックス（＊）はWP29での論議に準拠(別添）

不快指数…運行中にコンプレッサーを作動させると湿度が低下し、不快指数も
下がる。不快指数は、温度と湿度を用いて算出される指標である。



＜参考＞インデックス（＊）項目は
ECE/TRANS/WP.29/GRPE/2026/27で採択予定、に準拠。

（2026/3月 ＃94回車両内空気質 (VIAQ) に関する相互決議 (M.R.3) の改正論議で項目を規程）
以下、背景説明を抜粋：

（一社）日本自動車工業会 大型車部会 6

VIAQ 34th review meeting - Transport - Vehicle Regulations - UNECE Wiki
ECE/TRANS/WP.29/GRPE/2026/27の実走レポートから

https://wiki.unece.org/spaces/trans/pages/362774604/VIAQ+34th+review+meeting


事業用自動車総合安全プラン2025施策の進捗状況

（一社）日本自動車工業会 大型車部会 7

取り組むべき課題 施 策 令和8年１月末時点 完了 継続
未着
手

１ 「新たな日常」における安全・安心な輸送サービスの実現

③激甚化・頻発化する災害への対応【メーカー】
○車両の緊急情報発信サービスを
「災害時の他車両への災害状況連
絡網の確立」 としての利用体制化
（案）

お客様の車情報（個人情報）を
緊急時に広域情報として使うための、
関連の制度、法規対応を関係省庁、
国土交通省（安全政策課、物流政
策課、貨物課、道路局）、経済産
業省、内閣府の横連携と連動し、協
力して検討。

経産省主催:「トラックデータ連携活用推進会議」に参加し、
以下の実証、検討を行った。

①道路管理者・運送事業者・自動運転車両間の
APIデータ連携実証

②トラックデータ標準APIガイドライン（自動化）策定検討
③トラックデータ標準APIガイドライン（安心安全）の更新

API: Application Programming Interface

〇

は別紙にて詳細を説明



1.新たな日常における安全・安心な輸送サービスの実現
③激甚化・頻発化する災害への対応

車情報（個人情報）を緊急時に広域情報として使うデータ連携の実証

自動運転トラックの普及を想定した実証実験から、「災害時の他車両への災害状況連絡網の確立」に繋がる

データ連携仕様(連携データ・APIガイドライン)や通信性能を検証

RoADtotheL4 テーマ３自動運転トラック実証で平常時・異常時の情報連携を模擬し、
道路管理者・運送事業者・自動運転車両間のAPIデータ連携の実証を進めている。

自動運転トラックの平常時・異常時を模擬しデータ連携仕様を実証

【実証からのデータ追加項目】・車のGVW/GCW、登録番号、車両周辺映像
【標準APIガイドライン策定課題】・データ開示範囲、提供者、送受信方法の指標

＜トラックデータ連携・活用推進会議メンバー＞：・自工会大型車メーカ４社、
佐川急便(株)、山九(株)、NIPPON EXPRESSホールディングス(株)、日本通運(株)、

(株)ハンナ、日本郵便(株)、ヤマト運輸(株)、ロジスティード(株)（一社）日本自動車工業会 大型車部会



事業用自動車総合安全プラン2025施策の進捗状況

（一社）日本自動車工業会 大型車部会 9

取り組むべき課題 施 策 令和8年１月末時点 完了 継続 未着手

２ 抜本的対策による飲酒運転、迷惑運転等悪質な法令違反の根絶

①飲酒運転
事故件数の
近年の下げ止
まりへの対応

【メーカー】
○飲酒運転を抑制するアルコール検知器
（インターロック等を含む）の用品設定の検
討

【令和7年度の活動を継続】
国交省のASV（先進安全装置）導入支援の対象装置にAILS（アル
コールインターロックシステム）が追加された (2022年1月)ことを受け、
AILSを車両に取り付ける際の取り付け改造を販売店で適切に行えるよ
うに必要な情報を提供している。

〇

②「ながら運
転」の増加へ
の対応

【メーカー】
○DMS(Driver Monitor System)により
運転状態を監視し警告するシステムの搭載
を検討

新型のトラックやバスには、ドライバーモニター(脇見/居眠り眠気/運転者
異常(EDSS))により、運転者の覚醒状態、異常状態に対し警報し、危
険性に応じて、さらに車両停止させる機能を、各社オプション又は標準設
定している。

国連WP29において、ドライバモニタ規則：UNR182:眠気防止警報
/UNR183脇見防止警報がそれぞれ採択され、これらへの対応を進捗し
ている。

〇

は別紙にて詳細を説明



２.抜本的対策による飲酒運転、迷惑運転等悪質な法令違反の根絶
②「ながら運転」の増加への対応

DMS(Driver Monitor System)による監視①

（一社）日本自動車工業会 大型車部会

運転注意力モニター：
運転時の操舵量､蛇行率､平均車速等､運転状態をモニターし、顔認識カメラで運転者の
脇見、まぶたの動きを検知。⇒警告、エアコン冷気で注意を促す。各社商品販売中。

交通標識認識機能：交通標識を見落とさないようにサポート
カメラが認識した前方の交通標識をマルチモニターに表示します。
認識する標識：制限速度/追越禁止/一時停止/大型貨物車等通行止め。各社商品販売中。

新型のトラックやバスには、運転者の状態(脇見/開眼/運転姿勢)をモニターし
注意不足の警告を行う装置を、各社メーカーオプションで装着できるよう設定している。

1
0



２.抜本的対策による飲酒運転、迷惑運転等悪質な法令違反の根絶
②「ながら運転」の増加への対応

DMS(Driver Monitor System)による監視②

（一社）日本自動車工業会 大型車部会

■欧州規則をベース論議中(検知方式、発報基準、作動条件、バリデーション要件、認証フロー）
・UNR182(DDAW: Driver Drowsiness and Attention Warning system )：ドライバの眠気に対して警報（KSS基準8以上で発報)
・UNR183(ADDW: Advanced Driver Distraction Warning system)：ドライバの注意散漫(注視)に対して警報
・基準化規則には
「ドライバーモニタリング(眠気・居眠り検知)システム基本設計(令和2年10月国交省自動車局‐先進安全自動車推進検討会)」の内容が反映

対象：M & Nカテゴリ、自動車設計最高速度＞70km/hの車両
出力HMI：視覚・音響・触覚
作動条件：自動作動＞70km/h 作動範囲65‐130km/h

■自工会の現状と今後：
・各社のオプション仕様は、UNR182/183に適合するレベルにあり、更に高性能なDMS(JNCAP:高性能の要求)を開発中。

■眠気(UNR182)の論議ドキュメントから ■注意散漫(UNR183)の論議ドキュメントから

国連WP29でドライバモニタリングの規制化の論議が進行中。
DDAW(眠気警報)/ ADDW(注意散漫警報)の基準化が成立(2026/3月)。

1
1



事業用自動車総合安全プラン2025施策の進捗状況

（一社）日本自動車工業会 大型車部会
1
2

取り組むべき課題 施 策 令和8年１月末時点 完了 継続 未着手

２ 抜本的対策による飲酒運転、迷惑運転等悪質な法令違反の根絶

③社会的関
心の高まる「あ
おり運転」への
対応

【メーカー】
○ドライブレコーダーの普及
⇒運送事業者のドライブレコーダー採用の
背景を調査研究し、安全で安心な運行確
保ツールの研究に協力する。

デジタコ装着率に係る目標:2027年までに85%、との設定
(2024/7/30第３回普及検討会）に対し、大型車メーカーは標準装
着化を進めている。

ドライブレコーダー連動型デジタルタコグラフは、輸送の安全確保に資する
「安全運転管理」、労働時間の適正化につながる「労務管理（荷待ち
時間・荷役時間の可視化を含む）」に有効である等、業務の安全性向
上と効率化に資するものであることを各運送事業者へ伝えている。

運行記録計の義務化車両は、「車両総重量が７トン以上又は最大積
載量が４トン以上の普通自動車である事業用自動車」であるが、義務
化対象外の「小型事業用貨物車」の事業者からの問合せに対しても、
装着によるメリットを伝え普及拡大を進めている。

〇

は別紙にて詳細を説明



２．抜本的対策による飲酒運転、迷惑運転等悪質な法令違反の根絶③ 社会的関心の高まる「あおり運転」への対応
３. ICT,自動運転等新技術の開発・普及促進③ＩＣＴを活用した高度な運行管理の実現

ドライブレコーダー連動型デジタルタコグラフ(運行管理高度化）の普及

【高度な運行管理システム】
●運行管理や稼働サポートの提供に加え、荷主・運送事業者・倉庫事業者等の基幹システムや様々なデータ連携による
物流業界が抱える様々な課題解決に役立つ商品を各社にて販売中。
商品名:MIMAMORI(いすゞ自動車/UDトラックス)。HINO-CONNECT(日野自動車)。Truckonnect (三菱ふそうトラック・バス)。

④運転日報から、運行路動画・庫内動画の取得可能
(危険運転場所や積荷破損有無での輸送品質証明が可能)

①動態画面からの運行状況の確認が可能(乗務員の動作確認) ②乗務員と動画を確認しての安全指導が可能

③ナビゲーション機能で最適ルートの指示が可能

（一社）日本自動車工業会 大型車部会

上記の①~④は、MIMAMORI(いすゞ自動車/UDトラックス)の仕様

ドライブレコーダーは交通事故防止、安全運転指導、輸送品質向上、等に役立つ機能もあり
安全で安心な運行確保ツールを各社提供している。

1
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事業用自動車総合安全プラン2025施策の進捗状況

（一社）日本自動車工業会 大型車部会
1
4

取り組むべき課題 施 策 令和8年１月末時点 完了 継続
未着
手

４ 超高齢社会におけるユニバーサルサービス連携強化を踏まえた事故の防止対策

②路線バスにおける車いす使用者に
関する車内事故への対応

【メーカー】
○車いす固定作業の容易化。
（リトラクタ付固定ベルトの普及）

「車椅子の自動車等への固定方法等に関する標準化調査委
員会」（経産省、JASPA、自工会）に参加して活動。
目標＜ISO（7176-19、10542-1車載用車いす規格）
の改訂 （固定アンカー部）を目指す＞
①ノンステップバスへの車椅子ワンタッチ固定装置装着の検討
を実施。
固定装置の要件・仕様、車両搭載方法を検討中、
トヨタ自動車が'25年に発売した「e-Palette車」搭載の
固定装置をベースに‘26年度中にノンステップバス向け装
置を製品化予定。

〇

④高齢運転者事故への対応 【メーカー】
○高齢運転者対応として、異常アクセ
ル操作のキャンセリング機能、高速道路
逆走防止（ナビ、標識認識機能）機
能の充実
⇒自工会安全部会での対応活動を参
考とし、大型車部会貨物自動車の事
故実態・要因調査を行い、研究・検討
を進める。

【令和7年度の活動を継続】

「自動車運送事業安全対策検討会」に参加し、引き続き調査
研究を進める。

〇

○ペダル踏み間違え防止装置等の開
発・普及
⇒自工会安全部会での対応活動を参
考とし、大型車部会対象の貨物自動
車の事故実態・要因調査を行い、研
究・検討を進める。

同上

〇

は別紙にて詳細を説明



（一社）日本自動車工業会 大型車部会

「車いすの自動車等への固定方法等に関する標準化調査委員会」（経産省、JASPA、自工会）に参加。
＜ISO（7176-19、10542-1車載用車いす規格）の改訂（固定アンカー部）を目指す＞

1)ノンステップバス向け車椅子ワンタッチ固定装置の規格、及び車両への装着検討：

・ バス分科会参加社を中心に検討会を発足、福祉車輛向け固定装置を参考に規格の検討
・ 現行車種に対して搭載成立性の検討、確認
・ 安全性、有効性の確認（JARI委託研究課題として～2024年度実施）
・ バス事業者に対してのヒアリング：日本バス協会第72回中央技術委員会全国大会商品展示会(‘25年10月）

⇒ ‘26年度中にノンステップバス向けワンタッチ固定装置製品化予定
（トヨタ社e-Palette車搭載品ベース）

●「ワンタッチ固定」の事例：
トヨタ社:e-Palette車搭載の事例：

4.超高齢化社会におけるユニバーサスサービス連携強化を踏まえた事故の防止対策
②路線バスにおける車いす使用者に関する車内事故への対応

車いす固定作業の容易化

車いすユーザの利便性向上として、「車いすの自動車等への固定方法等に関する標準化調
査委員会」に参加し ノンステップバスへの車いすワンタッチ固定装置装着検討を進めている。

1
5

※画像は、トヨタ e-paletteの紹介から
トヨタ e-Palette | トヨタ自動車WEBサイト

固定バーが車いすの下部を
自動に固定。(ベルト拘束無）

電動スロープが出て、自力で乗り降りが
可能。(歩道の高さが15cm以下で可能）

※バス分科会（提供）

https://toyota.jp/e-palette/
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